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位置情報記録式 GPS 装置と心拍数記録装置を用いた

高齢者のウォーキング指導の提案
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目的 位置情報記録式 GPS 装置と心拍数記録装置を使って高齢者のウォーキング実態を把握し，

その結果に基づくウォーキング方法の指導がウォーキングの内容に及ぼす影響について検討す

る。

方法 ウォーキング習慣を持つ高齢者24人（69.6±4.5歳）に対して位置情報記録式 GPS 装置と心

拍数記録装置を貸し出し，それらを自身で操作させることで，各被験者が実施しているウォー

キングの実態（歩行経路，歩行速度および運動強度）を調査した。調査によって得られた結果

と血液検査等の結果を基に各被験者に対して面接によるウォーキング指導を行い，その指導が

これらの調査項目に与える影響について検討した。

成績 1) 指導前後におけるウォーキング中の歩行速度は，男女それぞれ 91.8±12.8 m/分から

97.3±12.2 m/分，および 81.4±9.7 m/分から 85.6±7.0 m/分へといずれも有意に増加した（P
＜0.05）。

2) 心拍数予備量に対する割合で表した指導前後におけるウォーキング中の運動強度は，男

女それぞれ37.0±10.5％から48.6±8.9％，および34.9±13.4％から47.7±8.8％へいずれも有意

に増加した（P＜0.01）。
結論 位置情報記録式 GPS 装置と心拍数記録装置を併用することで，ウォーキング中の歩行速

度，歩行経路および運動強度を明らかにすることができる。その結果を用いて個別に具体的な

ウォーキング指導を行うことは，ウォーキング内容の改善をもたらす。
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